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1環境教育目的諭の検討と環境教育体系化の基本的枠組み
  環境教育の目的は環境問題の解決のための社会変革を担う主体形成の基礎の確立にあり，
その内容は環境および環境問題の本質と環境問題の根本的な解決方法とによって構成され
なけれぱならないものと思われる。そのためには，（1）人間・社会と自然との柵互作用の法
則性を追求するとともに，(2)環境問題を背後から規定している社会経済的要因を明らかに
し，環境問題を解決するための社会変竚のプロセスを科学的に認識することが求められる。
川を自然環境科学，(2）を環境政策科学，それらの統合を環境科学とよび，それを基礎にし
た体系的な環境教育を環境科学教育とすると，その内容構成の祝点は次のように考えられ
る。川においては，ピッグパンから人間までの進化をたどりながら，自然の歴史tli．階周
性における人間の位置づけをし，主としてポトムアップ的に人間・社会と自然との相互作
用をとらえ，(2)では（I）とは逆に自然の階届構造の頂点にたった人間，社会から主としてト
ップダウン的に自然と調和できる人間・社会のあり方にっいて追求する。そして入門朋の
環境科学として，原環境科学をの自然に対する人‖：J・，北会の働きかけにっいての認識，（め
人‖‖生活圏の形成にかかわるグローバルな観点，◎世代H；j衡平の考え方，の三つの領域か
らなるものと設定することによって小巾学生の環境教育の系統化をはかれぱ，小学生から
高校生までの環境教育休系を確立できよう。

2環境政策科学の教育内容柵成
  聚境問題は人間・社会と自然との相互作用の矛盾によって引き起こされたものであり，
それを解決するためには持続的発展（Sustalnable Deマelopment）に基づく礼会経済シス
テムの確立が必要であるものと思われる。っまり，持続的発展を「人間生活囲を自然・社
会・人間の統一したシステムとして捉えるとき，人nllJの発展を正の値に保ちながら，人間
のイニシアテイプのもとで自然と社会の発展を常に正の億をとるようにすることであり，
ローカル，グローパルを問わず，すべての人聞生活囲のシステムに適用されるJと規定し，
環境政策科学の鍵概念とするのである。したがって，環境政策科学の教育内容は質的に異
なる発展段階にある社会経済システムにおけるレベルの異なる環境問題として，川高度蓄
積型資木形成による公害―水俣病を，（2）経済成長最優先の産業政策による公害二二ニ四日Tti公
害を，(3) 1墮界資本主義システムによる環境問題－「公害輸出と地球規模の環境問題」を取
り．！．ニげ，持続的発展概念からそれぞれの社会経済的規定要因を示すとともに，人権の回復
を含めた問題解決の状況を評価する。そして，n）環境問題全体を捉え，それらを導くこと
のできる概念として持続的発展を示し，その概念に基づく社会変蔀のプロセスとその主体
が人HH一人ひとりにあることを具体的に明らかにするのである。このように川（2）（3）は持続
的発展慨念の理解の基礎をっくり，（4）は持続的発展慨念を理解させるものといえる。

3投薬書「環境政策科学」の構成と投薬過程
  na帝における教育内容を担った教材すなわち授楽書「環境政策科学Jの榊成は次のよう
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に示される。
1企業の地域独占をひきおこした公害
  1.1水俣病の発見とその原因物質の究明
  】．2水俣における抑圧と差別′
  1.3水俣病をめぐる行政責任
  1．4患者の人権の回復と水俣の襾生
2国と企業とのゆ着がもたらした公害
  2.1四日巾コンピナートの現実
  2.2企業優先・住民無視の拠点開発
  2．3環境政策の推進カとしての市民運動
  2.4公害裁判による環境政策の推進
    I
3吐界資本主義システムがっくりだした環境問題
  3.1先進国による途上国「援助」’
  3.2多国籍企業の世界戦略
  3.3途上国の債務累積とIMFの調整プログラム
  3.4飢餓や軍事化を生みだす開発の柵造
4持続的な社会経済システム
  4.1持続的発展一環境問題解決のための鍵概念
  4.2持続的発展概念にもとづく経済システム
  4.3住民主体の社会システム
  4．4途上国における自立化の試み
  ごぅして作成した授薬書「環境政策科学」を北海道内のニつの公立高校と看護専門学校
の計3校で実際゛に授業にかけ，その投業過程を分析した。前者の二校での授業は授業書が
どれだけ生徒たちの多様な意見をもりこんでいるかをみることを主眼とし，授繋書の改訂
のための授業と位綴づけた。したがって，授業過程の分析対象は二度にわたる改訂を経た
投業書に基づいて行なった看護学校の授業とした。その結果，環境政策科学の投業は学生
たちが授楽書の随所に用意された問題に働きかけて自らの考えを欝き，その考えを用りの
学生たちと議論することによって理解を深めていることが叨らかになった。

4.  投薬書「環境政策科学Jの評価と改訂
  授業書「環境政策科学」の評価は感恕文と課題文の分析から行ない，それらに授業過程
の分析を加味して，授業書の改訂を行なった。感恕文によれぱ，学生たちは質問をlfI心と
した授業運営にっいて，23人巾22人が「よかったJ「而白かったJ「認識が深まった」
というように肯定的に評価していた。課題文は学生たちに、「環境t岡題解決のためにどのよ
うな寄与をなすべきか」を問うことによって，環境問題の根本的な解決のためにはキIニ会変
革が必要であり，その社会変革の主体は一人ひとりにあるという認識が形成されているか
どうかをみるものである。課題文の分析はまず環境卩可題の根木的な解決のためには社会変
革が必要であるという認識の形成にっいて風的に把握し，その後，投薬書の内容に即して
質的に検討する。そしてさらに社会変革を担う主体としての自覚が形成されているかどう
かを畳的かっ質的に分析する。その結果，社会変革にっいての認識の質が持続的発展概念
に到達している者はすべて社会変革の主体としての自覚にいたっているということが叨ら
かになった。こうして持続的発展が社会変革の主体形成の基礎であるといえ，このかぎり
において授業書「環境政策科学」の柵成はその目的を購まえたものとして，妥当であると
考えられる。なお，投業過程の分析から授葉書を一部改訂し，改訂版の投楽書全体を提示
して，本論文は完結する。
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学位論文審査の要旨
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学 位 論 文 題 名

    環境政策科学教授法の研究

  本論 文は，最 近重要 な人類史 的課題 として世界的に話題になっている環境教育の必要性

に応 えるため ，「環 境教育は 環境科学 の教育 である」と言う立場に立って，その体系を自

然の 歴史性・ 階層性 に基づぃ て自然環 境科学 教育と環 境政策 科学教育 の2大領域に分け，

後者の内容を体系的に構成し，授業での実践的検証を試みたものである。

  本 論 文 の 構 成 は ， ゛ 1環 境 教 育 目 的 諭 と 環 境 教 育 体 系 化 の 基 本 的 枠 組 み   2環 境

政 策 科 ご 掌 の 教 育 内 容 溝 成   3授 業 書 「 環 境 政 策 科 学 」 の 構 成 と 授 業 過 程   4授 業

書 「 環 境 政 策 科 学 」 の 評 価 と 改 訂   の 4部 と   5授 業 書「 環 境 政 策科 学 」 （改 訂 版 ）

とから成っている。

  1で は ， 環境 教 育 目的 諭 を 検討 し ，環 境教育 全体のな かにお ける環境 政策科学 教育の

位置 づけを嚠 らかに している 。すでに 本論文 の提出者が作成した授業書「（自然）環境科

学」 が肖然の 驪史性 ・階層性 の主系列 のビッ グバンか ら始ま って2次系列の生物的運動形

態を 経て3次系列へ とボト ムアップ 的に人 聞・社会 を位置 づけ，そ の自然への相互作用の

巨大 さを擬ら えさせ るのに対 して，環 境政策 科学教育を自然の頂点に立った人間・社会か

ら逆 照射して トップ ダウン的 に主系列 ．2次系列の 自然と 調和でき る人間・社会のあり方

につ いての具 体的政 策を扱う 領域であ ると規 定している。このような環境政策科学教育の

位 置 づ け は ， そ の 体 系 性 ・ 総 合 性 に お い て極 め て ユニ ー ク であ り ， 特 筆に 価 す る。

  また，入門期の環境科学教育として「原環境科学」の領域を設定して小学佼．｛い学校で

の環境教育の系統化を計る試みをも提起しており，これもーつの貢献と見ることがci来る。

  2では，環 境問題 の社会経 済的規定 要因・ を分析し ，環境 問題の根 本的な解決にはそれ

を生 み出レて いる社 会経済シ ステムの 変革が 必要不可欠であるとして，そのようなオルタ

ナテイブなシステムを構成する持続的発展（サステイナプルデベロプメンI  Sus tainable  Developme'nt.）



という概念を環境政策科学の教育内容構成の鍵概念として舶u1している。そして，この持

続的発展を「人間生活岡を自然・社会・人間の統゛・ーしたシステムとして捉らえるとき，人

間の発展を正の憤に保ちながら，人間のイニシアテイブのもとで自然とtE会の発展を常に

正の値をとるようにすることであり，ローカル，グローバルを問わず，すべての人間生活

罔のシステムに適用される。」と包括的に定義している。こうして持続的発展の概念の形

成に焦点を絞り，高度蓄積型資木形成による公害として水俣病を，そして経済成長最優先

の産業政策による公害として四日巾公害を，さらに世界資本主譲システムによる環境問

題として公害輸出と地球規模の環境問題をとりあげ，このような質的に異なる発展段階に

ある社会経済システムにおけるレベルの異なる環境問題を分析しながら，環境問題解決の

ための鍵概念である持続的発展の概念を形成する教材を具体的に構成している。

  阯界的に見ても持続的発展の社会経済システムの実例が殆ど無く，持続的発展の概念の

実体的イメージを形成しようとする部分は多少迫カに欠けるが，このように環境政策科学

教育の鍵概念を抽出しそれを新しく定義し商したことは，極めてユニークである。

  そして，また，持続的発展の概念を形成する過程の具体的教材が豊富で，かっその選択

及び配列も適切であり，教授掌的見地から見ても高く評価出来るものである。

  3では，11  2ページにわたる授業書「環境政策科学」を作成し，それを公立高校2

佼と胃護専門学校計3校で実際の授業にかけてその授業過程を詳細に分析した結果，この

ような新しい授業が少なくとも高校段階で実施可能であることを実証している。このよう

な休系的な「環境政策科学Jの授業を実施したのは全国的にみても初めての試みである。

  4では，授業書「環境政策科学」による授業を感恕文と課題文の分析によって評価し，

これに3で行った授業過程の分析を加味してこの授業の問題点を取りfuし，授業欝の

改訂すべき箇所を指摘し，具体的な改訂案を提案している。これは，授業の評価論として

も新レい展開を示すものであり，授業の科学的研究に対してーっの寄りをしたものとみな

すこと が出求る。 そして，最 後の5では，  3，  4の検討に基づぃて，授業書

  「環境政策科~t-l（改訂版）全体を提示し得ている。

  以上のごとく，本1侖文は，自然の歴史性・階層性を基礎にして，授業雷「自然環境科学」

に続く授業プランとレて，授業書「環境政策科学」を実証的に提起したものであり，恐ら

く我が国における最初の水準の高い，体系的な環境科学教育の実践可能な授業プランとし

てその独創性は高く評価Ij来るものである。また，その教育内容構成や教育方決および授

業きrfariの研究において新しい寄与，をしたばかりでなく，それが学校教育におけるひとつの

教や！領域として休系的に構成できる可能性を示し得たというのも大きな貢献である。

  よって，密査貝一同は，本論文の提出者丸山博が，北海道大学障士（教育学）の

学他を授ケされる資絡があるものと認める。
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